

























	 鼎談」 （ 『将棋世界』一九四〇 ・ 一二、 三～一〇頁） 、 「玄
人と素人熱戦譜」 （ 『将棋世界』 九四一 ・六、 三 一〇頁）があるが、対象外とした。
																	
菊池寛氏談「金子氏の成績、全く驚異」 （ 『読売新聞』朝刊、一九二九・一〇・二九、 二面）金子七段が棋界の逸材であり その棋風名人の風格ありといふことは予て承知してゐたが、今回の如く八段を三人までも連続薙ぎ倒さうとは、八段同
志ママ
の間においても前例のないことで、
全く驚異的成績である。木村八段との対局はさぞ見物だらう、自分は是非見て書いてみたいと思ふ菊池「昇段規定無しの手合」 （ 「将棋」 『文藝春秋』一九三四・一二、 一三一頁）　
萩原七段が、僕の所へ来て、 （今年は成績がいゝから八段に
なれるかも知れん）と、欣んでゐたが十月になつて急に、 （今年は規定が変つて二年制になつたから、どんなに成績がよくつてもなれん）と云 しよげてゐた。 （そんなら、今年の規定はいつ定まつたんだ？）と云つて訊い ら、 （今年の初から、秋になつたら変へると云ふ話であつた）と云ふ。ぢやつまり去年の規定 、今年の初で効力を無くし ゐたわけである。それで見ると、将棋連盟の人達は、今年の初から十月の初まで、昇段規定なしに を指してゐたわけである。もし 九月去年の が効力あるものな ば、萩原の成績は、その 定の適用を受けてもいゝものだからである。 九月までの成績
復刻　菊池寛将棋関連文章87















菊池寛「人生は将棋なり」 （ 「キング大娯楽園」 『キング』一九三六・四、 二六八頁）人生は一局の棋なり。一番勝負なり。指し直すこと能はず。
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宝暦六年の頃である。 仙台の 保原嘉茂左衛門 云ふ青年が、


























































近来の壮挙である 坂田氏を入れない名人戦は、何と云つても完璧とは云へないと思ふ。坂田氏は、関根 と 同等の棋位を持つてゐたと云つてもよいので、他年関東の将棋界に対し一敵国であつたのだ。従つて過去に於て、たしかに名人を名乗つてもよい時代があつたのである。たゞ名人位に対する王道が開かれてゐなかつたゝめ、 強引に名人を名乗つた め孤立になつたが孤立のまゝで晩年を終らせるこ は坂田氏のためにも、日本将棋界のために 遺憾 ると思ふ 今度この人が従来の行きがかりを一擲して名人戦に参加することは、日本棋界のため も、坂田氏のためにも、 のためにも慶賀すべきこ である。　
六十九歳の老齢に拘らず頗る元気だが、何と云つても多年盤
面から遠ざかつてゐたことは大き 不利である。最初の二、 三局はそのために不振かも知れないが、やがて坂田氏本 面目を発揮するだ うから、新聞将棋の焦点となることも遅く ないであらう。
復刻　菊池寛将棋関連文章91






今更名人戦に参加することは、 相当の苦痛であつたに違ひ 。しかし、僕はこれ以外に、坂田氏を生かし切る道はないと信じて坂田氏を説いた。坂田氏も 大死一番、遂に名人戦参加を決心した。たゞ、将棋を指したさの一心からだ。そ 一心あつてこそ、関西名人の名に背かないと思ふ。 の 心は、坂田氏の晩年を飾る気魄の花だ。この一心があれば
　
名人戦に全敗して







今二、 三局指して落着きが出来たら必ずや坂田本来の面目を発揮して、坂田弱しの下馬評を粉砕するだらうと思つてゐる。花田八段が棋士の年齢は問題でない。気魄の問題だ い たが、坂田氏はその烈々たる闘志にお て
　
壮年棋士の何人にも
劣るものではないと思つてゐ 。彼はきつと木村名人打倒の野心をその六十九歳の小躯に、 燃や ゐるのではないかと思ふ。
　
















はあるが、ずつと苦労が少かつたのではないか。弱冠に て、豊富な棋才に恵まれた土居さんは、関根名人に発見されて 上京して見れば、蓑 川井、勝浦などの先輩は、大したこともなく、井上八段坂田八段などの強敵とは、指す機会に恵まれず、花田、大崎などは ほ未だ台頭せず、苦手も強敵もない土居八











たらどうだ うか ま 名人戦の始まる前に もし木村名人が敗退した場合の処置をも考へて置くべきであつたのだ。名人をすぐ八段に降下するなどといふことは、 人情的 も出来ないし、実際問題としても不都合である。名人が敗退した場合は、やはり准名人といふ称号を贈つて、特別扱ひをすべきである。准名人に対しては、八段戦参加の場合にも、ある特点を認むべきか、認むべきでないか これはちよつと難かしい問題である。菊池寛「僕の将棋生活」 （ 『将棋世界』一九四一・三、 二～三頁）　
僕が、最初将棋の趣味を養はれたのは、 「萬朝報」のため
















する交渉のために、 時事新報へ来 ことを覚えてゐる。たしか佐藤と云ふ人と一しよであつた。この佐藤と云ふ人は、国民将棋欄を担当してゐ 人で 将棋を新聞紙に持ち込むことに、相当功績のあつた人であるらしい。　
その頃、僕は湯島天神下にあつた館花浪路と云ふ老人が開い






しか二段だつたと思ふ。金さん 、一度来 ことがあるやうに思ふ。その頃、金子氏が、神楽坂の近くに稽古所を開いてゐたが、やはり僕 家へ一二度来たやうに思ふ。　
その頃の方が、僕は今よりも、盛んに将棋生活をやつてゐた
わけで、大阪へ行つたときなど、わざ〳〵木見氏を訪問して、指して貰つたり また御苦労千万にも、吹田まで行つて坂田氏を訪ねたことさへある。その時、坂田氏は不在であつた、一昨年だつたが、坂田氏は将棋界に復活せんとし 僕を訪ねて来たが、そのときが とは初対面であつた。　
僕が、将棋に熱心であつたのは、昭和二 三年までゝ、その
後は何となく 将棋に遠ざかり、一時は萩原君がやつて来る場合は、此方の方でおつき合をするやうな風にな てゐた。従
て、将棋界との接触も少くなつたから、新八段などは、顔も知らない人もある位だ。しかし、最近は、萩原君の外、梶君が来るし、新進の松田四段、高柳二段なども時々来るので、将棋を指す機会が多くなつた。無署名「菊池寛氏の投書」 （ 『将棋世界』一九四一・一二、 五一頁）　
先月号の読者の棋譜の中、第三局の清水宮本両氏の棋力を、








































































そのものは我々にとつて永久に一つのスリルである。聞くところによると、この小説が「夕刊みやこ」に連載中、非常な好評を博したさうであるが、 やゝ動きに乏しい将棋の世界を描いて、最後まで読者を引張つて行つた倉島君の手腕は推奨するに値するであらう。自分は近来 力作だと思 ゐる。
［駒澤大学非常勤講師］
　
